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Abstract 
Studies were rnade on the power consurnption and the change of the flow behavior in a hori-
zontal stirrecl vessel. The experirnents were perfりrmeclwith three app日ratussirnilar in geometrical 
conclitions ancl thr‘ee apparatus cli妊erentin the length of the vessel. 
The following results were obtainecl 
1) No Baffie Conclition: The relation between the Power lO. ancl the Frりudeno目 withcli丘町ent
len話thof the vesscl alrnost agreecl in state Aj， which is the most aclaptable state for practical 
absorpting o]Jeration. The range of state A1 increasecl as the length of the vessel increasecl. 
:2) Baffiecl Conclition: The relatioll between Power no. ancl Froucle no. with the baffiecl vessel 
agreecl with the relation obtainecl for the no baffie vessel in state A1. When the Froucle no. 
becarne larger than the value corresponcling to A1-A2 transition point the correlation obtainecl 





























実験装置の概要を凶-1に示した。 t賀井本書は， 槽長 L[cm]と槽径 Dtlcm]の比 L/Dd-]
二 2の幾何学的に相似な透明アクリノレ製円筒形容器3種 (D，=10ム15札 18，4cm)および Dt=
15.0 cmの L/Dtの異なる容器3種 (L/Dt=1.0フ2.0，2.7)，台計6種を用いた。邪魔板は区H の
ごとし左右に 4枚づっtl::zり付けてし、る。 L/Dtが変化してもフ邪魔板と撹持羽根との間隙(図




検出する市版のトルグ日|によっている。また， 1持とトノレク計との間にはずみ1JlをJIY.り付け， I!i' 
!iJ的なトルクの変動12)を小さくした。
図---1 づ.~ ~G! ちL rf 
(148) 
Dtニ 10.6，Hi.O， 18.4 cm (Lj Dt = 2)
ム/l)tニ1，:2， 2.7 (1)，ニJ5crni 
lh/L!t=O.9 は Jmpelln
WpjDt=O.l b: BafIle plate 
Wc/Dt=O.05 c: Fly whcel 
































がって，邪魔板のない場合と同隊，邪魔較のある場 fy も，動力数におよぼすレイノノレズ数の U~
習は魚川:y~し得るものと考えられる。
III.2 動力数におよlます槽長の影響
III. 2. A 邪魔板なしの場合-A1・Az転移におよlます L/Dtの影響
IヌHlは， 邪魔板のない l，j[)， の異なる桝について， 動力数 N"とブルード数 N1うの関係
























図--3 iJi)j力数 Npとフノレ戸 ド数 Np'rとの関係に
およ lます倍長比 L/Dtの影響(邪魔似なし)
10' 













図--4 動力数Np とフノレード数人k との関係に
およ i'fす援拝借長 L/Dtの影響
111.2. B 邪魔板条件の場合











示した。 ε>0.5では， 邪魔板のない場合には明瞭に現われていた A1.A2転移に対応する動力
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〔一]
i!fJ :JJ数 Np，ブノレ P→ド数 λlfi7r および液量率 ε聞の実験的相関 (4.枚羽根)図 7
動力数におよぼず撹伴羽根数時の影響(邪魔板条件)III.4 
異なる液量:率について，1刊行4枚羽根の場合と同様，2， 8および 16枚羽根についても，













動力数 Np，フノレード数Nft'r および液量率 ε1'1Jの
尖験的相朕j(2，8および 16枚羽根)
図 8
データは示されていないが， 2， 8， 16枚羽根共，液量率の影響は直接には表われず， 4枚羽根と
4 +久同様の相関で実験データを弊理し得ることがわかる。実線で示した 2枚羽根のデータは，
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